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研究成果の概要（和文）：本研究では、現経営者、承継候補者の心理的特性や両者の関係性と事業承継プロセス
について、2回の質問票調査を行った。また、同族企業数社に対して事業承継についてインタビュー調査も行っ
た。心理的特性と事業承継については分析中であるが、研究開発投資を行った（長期的存続を重視する）企業、
十分な準備期間の確保や（金融機関など）親族外人物による関与という事業承継のための課題を認識している企
業は、後継者を決定する可能性が高いことが示された。また、事業承継は、承継者が新しい視点を持ち込み、企
業変革を行う良い機会であり、旧世代との建設的な議論を通じて自社の強みや価値を再確認することが肝要であ
ることが観察された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted two questionnaire surveys on the psychological 
characteristics of current managers and succession candidates, their relationship, and the business 
succession process. We also conducted interviews 
with several family firms regarding business succession. While psychological characteristics and 
business succession are being analyzed, we found that firms with R & D investment, which pursue 
long-term survival, or firms which realize the importance of sufficient preparation period and 
involvement of non-relatives  for business succession are likely to determine a successor. We also 
found that  business succession is a good opportunity for the successor to bring in a new 
perspective and carry out corporate transformation, and it is important to reconfirm the strengths 
and values of the firm through constructive discussions between generations.

研究分野： 経営学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　ほとんどがファミリー企業である中小企業は、日本経済において高いプレゼンスを示しているが、全体の3割
に当たる企業が後継者不在で、事業承継が深刻な問題となっている。本研究は、事業承継を実現するための課題
や承継者が決まっている企業の特性を明らかにし、事業承継の問題に対する対処法を提示している。
　また、ファミリー企業は、従来の事業やビジネスモデルを継続するがゆえに企業変革を達成しにくいと考えら
れるが、本研究は、事業承継が企業変革の良い機会であり、世代間での建設的な議論を通じて自社の強みを再確
認することが、企業変革を進めるにあたって肝要であることを示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 これまで経営学においては、現代企業では株式が分散所有され、専門（俸給）経営者によって 
経営が行われるという考え方がなかば常識として共有されていた（Berle & Means, 1932）。この 
常識に従えば、創業者一族が株式を保有すると同時に経営も担う同族企業は、時代遅れの経営形
態と考えられる。しかし、Berle & Means(1932)の研究から 90 年たった今日でも、同族企業 は
世界中にあまねく存在している。日本経済においても、ほとんどが同族企業である中小企業は高
いプレゼンスを示している。 
 それゆえ経営学においては、2000 年前後に、同族企業と非同族企業との間で経営成果を
比較する実証研究が行われた。しかし、このパフォーマンス比較の実証研究は、同族企業と
非同族企業のどちらが優れたパフォーマンスをあげるかについて、必ずしもはっきりした
結果を導出していない。それは、同族企業間でも何らかの点(要因)において違いがあり、そ
の要因の違いによって企業のリスク行動に差異が生じ、その結果としてパフォーマンスに
差異が表れていると理論的に推察される。その要因のひとつが、「後継者の存在とその特性」
である。 
これまで同族企業の特徴を導く理論はいくつか提唱されているが、そのなかの 1 つに社会情

緒的資産理論（Socio-emotional wealth theory）がある（Gomez-Mejia et al., 2011）。同族 
企業のオーナー（経営者）は、財務的リターンだけでなく、事業を通じて得られる非財務的な価 
値、たとえばアイデンティティ、創業家一族の影響力、支配力の維持といった社会情緒的資産に 
関心があるという考え方である。この考え方に基づけば、同族企業は、企業価値を高めるかもし
れないが社会情緒的資産を低下させてしまうようなリスクのある行動は回避すると考えられる。 
これらの社会情緒的資産の先行研究では、事業承継（たとえば創業家メンバーが創業家外の専

門経営者よりも事業を承継する可能性が高いのはなぜか）について議論されることはあるが、創
業家メンバーが企業の所有、経営を引き継ぐことが前提とされている。しかし、常に同族の後継
者が存在しているとは限らない。少なくとも日本の中小企業にとって、後継者不在、事業承継は
深刻な問題であるにもかかわらず、同族企業の事業承継を阻害する要因、促進する要因などは、
既存研究で明らかにされていない。また、後継者が血縁、能力からみて、どのような人物かに
ついても、同族企業の継続性への欲求とそのリスク行動に大きく影響を与えることが推察
されるが、これらの後継者の存在およびその特性について、既存研究は十分に検討されてい
ない。 
 

２．研究の目的 
本研究は、（とくに中小規模の）同族企業における事業承継の実態について調査し、事業承継

にかかわる様々な問題について検討する。まず、事業承継を難しくする要因、促進する要因を明
らかにする。そのなかの要因には、事業環境、承継プロセスについての要因に加え、現経営者や
承継候補者の心理的特性が含まれる。また、後継者の有無および経営者や後継者の特性が、企業
のリスク行動に与える影響を分析する。企業のリスク行動については、新製品やサービスの
導入頻度、研究開発投資の額、地理的多角化の程度などで測定される。 
 

３．研究の方法 
本研究では、日本の中小製造業を対象とした定量的分析と、インタビューによる定性的調査を

組み合わせることにより、上記の問題について分析を行う。 
質問票調査は 2回行った。１つは、現経営者の心理的特性（心理学でよく用いられるビッグ５

（外向性、協調性、勤勉性、神経症傾向、開放性）やナルシシズム）と事業承継プロセスについ
て、中小企業の現経営者に対する質問票調査である。もう１つは、現経営者と承継候補者の心理
的特性の一致度、両者の関係性、事業承継プロセスについて、中小企業の現経営者と承継候補者
の両方に対する質問票調査である。この質問票調査によって収集したデータと二次データを利
用し、定量的な分析を行った。 
加えて、ファミリー企業数社に対して、事業承継についてのインタビュー調査を行った。 

 
４．研究成果 
収集したデータの定量分析からは、研究開発投資を行った企業、十分な事業承継準備期間の確

保や（金融機関など）親族外人物による承継プロセスへの関与が重要であると考える企業は、後
継者を決定する可能性が高いことが示された。研究開発投資を行う企業は、長期的存続を重視し、
事業承継に熱心になるのではないかと考えられる。準備期間や相談相手が事業承継上の課題で
あると認識する企業は、認識した課題に対応し、事業承継を進めることができるのではないかと
考えられる。 
現経営者の心理的特性と事業承継の関係については、現経営者のナルシシズムの程度が強い

ほど、後継者を定める傾向があるが、この関係は企業規模が大きくなるにつれて弱くなることが
分かった。これは、ナルシシズムの強い経営者は、自分の価値観とアイデンティティを植え付け



るために、早い段階で後継者を任命することを好むのではないかと考えられる。ただし、既存研
究でも指摘されるように、経営者の個人特性が企業経営に及ぼす影響は、企業規模が大きくなる
につれて弱まるので、経営者のナルシシズムの程度と承継者の任命との関係も、企業規模が大き
くなるにつれてよく和なると考えられる。 
また、インタビューによる定性的な分析からは、事業承継が、承継者による新しい視点、戦略

の持ち込みによって、企業変革を行う良い機会であることが示された。ただし、企業変革を達成
するためには、新旧世代間での建設的な議論を通じて、自社の強みや価値を再確認することが肝
要であることが示された。それがないと、旧世代から変革に対する強い抵抗が生じ、変革や承継
がうまくいかなくなるからであると考えられる。 
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